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国分報告に対する代表質問

日本国際問題研究所 小竹一彰

国分教授の報告に対して全体として共感をお

ぼえたということを、まず申し上げたいと思い

ます。したがって、中国の現状についての指摘

に対して根本的に異論があるわけではありませ

ん。むしろ、中国に対する研究関心が徐々に変

化してきた報告者の述懐には、人それぞれに独

自の経過をたと、っているものの、似たところも

あると感じました。

そういうわけで、報告でふれられたいくつか

の論点について報告者の考えていることをさら

に明らかにしてもらうための質問をし、また報

告で当然言及すべきなのにそうしなかった問題

を指摘したいと思います。 毛沢東時代の位置

づけを、まず問題にしたいと思います。報告で

は、毛沢東時代を改革以前の時期であり、正統

的な社会主義理論にかなり忠実だったと指摘し

たと思います。

しかし、毛沢東がソ連から直輸入された社会

主義制度の欠陥を中国では最も早く意識し、そ

れからの脱却をはかったことは、よく知られて

いることでしょう。毛沢東時代の経済体制と経

済政策を研究している方々は、毛沢東時代にす

でに現在の改革の先駆と評価できる動きがあっ

た、あるいは改革は毛沢東時代から始まってい

たという研究成果が提出しています。こういう

分析結果にはかなりの説得力があると私は考え

ています。つまり、正統的な社会主義理論とそ

れにもとづく中央集権的な社会主義制度に対す

る批判は、毛沢東時代から始まっていた。この

批判にもとづく中央集権的制度の修正もある程

度行われていたわけです。したがって、毛沢東
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時代の評価は報告でのべられたよりも複雑では

ないか。そういう毛沢東時代を的確に評価しな

ければ、部小平時代の意味も明らかにできない

のではなし、かと思います。

同じことは、毛沢東時代の中国が国際システ

ムとの関係では現状変革勢力だった報告された

点についても言えるのではないでしょうか。毛

沢東時代の中国が国際システムに対して敵対的

な態度をとったことがあることは否定できませ

ん。特に「文化大革命J中は国際システムにお

ける当然のルールを拒否した過激な行動をとり

ました。しかし、 「平和共存5原則Jなどに見

られる中国の主張は、既存の国際システムを否

定するものだったと断言できないと思います。

毛沢東時代にも国際システムとの協調を願って

いたが、国際システムの主流派だった側が中国

を受け入れなかっただけなのではないか。当時

の中国が見せた現状変革的な態度とは、意図的

というよりは結果的なものにすぎなかったよう

に考えられます。

なお、毛沢東時代について報告では「全体主

義的な体質」と表現し、全体主義そのものでは

ないと発言されましたが、その意味をもう少し

具体的に説明していただきたい。

また、都小平が1992年 l月に行い、中国の政

治的・社会的雰囲気の転換に大きく貢献したと

思われる南方視察の理由と評価について、指摘

したいことがあります。それは、なぜこういう

行動を郡小平がとらざるをえなくなったのかと

いう問題です。 1988年秋に始まり、 1989年の天

安門事件以降強化された経済の「整理・整頓」

の結果と深く関わっている、と私は考えていま

す。 r整理・整頓」は何をもたらしたのか。中

国経済の沈滞と、それにともなう社会不安の増

大が全国的に発生したと思われます。このよう

な情勢を放置しておくと、中国の支配体制を維

持することそのものが危うくなるという危機感
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を強めた人々が増えてきた。その代表者が、た

とえば部小平だった。この考え方を強めたのが、

1991年8月のソ連のクーデター失敗からその年

の末のソ連の解体にいたる過程だったと思われ

ます。彼らは、いわゆる 2号文件で郵小平が強

調したように、社会主義制度の堅持にこだわる

ことが共産党の支配体制の存続も不可能にして

しまうと主張したのです。部体制の維持に対す

る危機感が正統とは見なされない政策を大胆に

採用させるというパターンには、先例がありま

す。 1978年の11期3中全会における毛沢東路線

から郵小平路線への転換です。その時も、毛沢

東路線をこれ以上継続すれば、共産党の支配体

制を維持できなくなるという危機感によって、

論者によっては「百八十度転換」と表現するよ

うな事態が発生しました。 1992年の郡小平の南

方視察前後の動向も、政策変更のパターンとい

う観点からは、 1978年の場合とよく似ていると

思います。中国でも部小平の南方視察を大きく

宣伝するなかで、 78年の転換との類似を指摘す

る議論がいくつか出ました。本家本元の中国の

方が、岡目八目の日本よりも当面の状況に対す

る危機感を自覚していたわけです。

こういう危機感が郵小平の南方視察以来の政

策転換の背景に存在したことを重視すべきだと

私は考えます。この点を見落とすと、郵小平の

南方視察の際の談話の意義を理解できなくなる

のではないでしょうか。

それから指摘しなければならないことは、

1997年が中国にとって持つ意義で、す。つまり、

香港返還は中国の政治、さらに文化にどういう

影響をあたえるのかという問題です。これには、

もちろん、 1999年のマカオ返還もふくみます。

元来、香港返還は台湾との再統一にいたるス

テップとして位置づけられていたはず、です。し

かし、現実には台湾との再統一が香港返還に続

いて速やかに実現する可能性はほとんどなく
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なっていると思います。

そうだとすると、香港返還のもつ歴史的意

義がかえって非常に大きくなるのではないで

しょうか。つまり、 19世紀半ば以来、帝国主義

に侵略されて領土を奪われてきたという中国の

屈辱の歴史が香港返還により終了するわけです。

これは同時に、奪われたものを回復するための

現代中国の反帝国主義的ナショナリズムの役割

が、終了するとはいわないまでも、変質せざる

をえないはずです。

その結果、いかなる事態が発生するでしょう

か。現時点で予測することは困難ですが、注目

に値する問題です。ただ指摘できることは、帝

国主義に包囲されているという意識が中国の国

家統合にプラスの効果をもっていた時代が終わ

るだろうということは言えます。あるいは、帝

国主義の侵略の記憶が国家の凝集力になってい

た時代が終わるわけです。中国の国家統合のあ

り方が変化せざるをえないと思います。おそら

く、国家の組帯が弱くなるのではないでしょう

か。

これに関連していえば、中国における連邦制

の問題に報告者がふれなかったのは意外でした。

確かに、 1989年の天安門事件以来、連邦制は中

国大陸ではタブーになっています。しかし、中

国の将来の国家統合を考える際に、連邦制の問

題は有力な選択肢でしょう。中国の政治につい

てこれだけ詳しく報告されたのなら、ぜひ連邦

制の問題にもふれてほしかったところです。

以上、報告に触発されて思いつくままにいく

つかの間題をとりあげました。なんらかの問題

提起になっているとすれば、幸いです。
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